
3 お金の話あれこれ

現行の一万円、五千円、二千円、千円の日本銀行

券は、法貨（国の法律によって通用力を与えら

れた貨幣）として無制限に通用します。では、これら

以外に現在も有効な日本銀行券が何種類あるか知って

いますか。

日本銀行券の発行は、１８８５年（明治１８年）の

「旧十円券」（大黒天像　通称：大黒札）以来、

全部で５３種類に上りますが、うち３１種類は法令（注）

により通用力を失いました。この結果、現在も有効な

日本銀行券は、現行券を除いて１８種類となり、その

内訳は次のとおりです。

（注）「兌換銀行券整理法」（１９２７年＜昭和

２年＞）、「日本銀行券預入令」（１９４

６年＜同２１年＞）、および「小額通貨

の整理及び支払金の端数計算に関する

法律」（１９５３年＜同２８年＞）。

まずは、３種類の一円券で、「旧一円券」（大黒天

像）、「改造一円券」（武内宿禰像）、「い一円券」

（同）です。このうち、「い一円券」は１９４３年（昭和

１８年）以降発行されたものです。一方、「旧一円

券」・「改造一円券」は、それぞれ１８８５年（明治１８

年）・１８８９年（同２２年）に発行が開始されました。

明治時代に発行された銀行券が現在も通用すると聞

いて、意外に思われる方もあるのではないでしょうか。

次は、１９４６年（昭和２１年）の新円切り替え

（Ｐ２３参照）に伴って発行が開始されたＡ系列

（コラム参照）の「百円券」（聖徳太子像）、「十円券」

（肖像なし）、「五円券」（同）、「一円券」（二宮尊徳像）

と、１９５０年（同２５年）から順次発行されたＢ系列

の「千円券」（聖徳太子像）、「五百円券」（岩倉具視像）、

「百円券」（板垣退助像）、「五十円券」（高橋是清像）で

す。このうち、Ｂ系列券については、実際に使用した

り、実物に触れたことがある方もいるのではないでし

ょうか。

現在使われているお札以外にも、使える日本現在使われているお札以外にも、使える日本

だ かん

しょうとく たい し

にの みや そん とく

いわ くら とも み

いた がき たい すけ たか はし これ きよ
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たけのうちのすく ね

改造一円券 い一円券旧一円券



銀行券があるのですか？銀行券があるのですか？
― 現在通用する日本銀行券 ―
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最後は、１９５７年（昭和３２年）から順次発行

されたＣ系列の「一万円券」（聖徳太子像）、「五

千円券」（同）、「千円券」（伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

像）、「五百円券」

（岩倉具視像）と、１９８４年（同５９年）より一斉に

発行が開始された、最も記憶に新しいＤ系列の「一万

円券」（福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

像）、「五千円券」（新渡戸
に と べ

稲
いな

造
ぞう

像）、

「千円券」（夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

像）です。

Ｃ一万円券

Ｃ千円券

Ｃ五千円券 Ｄ一万円券

Ｄ千円券

Ｄ五千円券

Ｃ五百円券

お札の呼び名にアルファベットが付けられるのはなぜ？

お札には明治以降、発行されたお札を分類するために記号が付されており、改刷の都度変更されてい

ます。

例えば、２００４年（平成１６年）１１月から発行されている福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

の一万円札、樋
ひ

口
ぐち

一
いち

葉
よう

の五千円

札、野
の

口
ぐち

英
ひで

世
よ

の千円札は「Ｅ」という記号を頭に付けて、それぞれＥ一万円券、Ｅ五千円券、Ｅ千円券

と呼ばれています。Ｅ券の前のお札は「Ｄ」という記号が頭に付いており、守礼門の二千円札はＤ二千

円券と呼ばれています。

これまでに発行されたお札の呼び名には、下表のような記号が使われています。

使用時期 シリーズ記号

明治中期～昭和10（1935）年頃まで 甲、乙、丙、丁

昭和17（1942）年頃～昭和20（1945）年頃まで い、ろ

昭和21（1946）年以降 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、E


